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■赤ちゃんとふれあおう

　８月19日、弘前市保健センターで乳
幼児とのふれあい体験が行われ、市内の

小学校６年生３人が参加。最初、どう接

すれば良いか戸惑っている様子でしたが、

徐々に慣れると、パペットであやしてふ

れあいを楽しみ、最後には、「元気でか

わいかった」などと、話していました。

 特　集
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　　　　　　救急救急

　

わ
た
し
た
ち
は
、い
つ
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

に
皆
さ
ん
が
で
き
る
手
当
の
こ
と

を
「
応
急
手
当
」
と
い
い
ま
す
。

素
早
く
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で

け
が
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
の
中
で
最
も
重
篤

で
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓

や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
そ
う
い
う
人
の
生
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
ば
に

い
る
あ
な
た
だ
け
で
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
に
行
う
胸
骨
圧
迫
（
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や
人
工
呼
吸
な

ど
の
応
急
手
当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
法
を

含
め
、「
救
命
手
当
」と
い
い
ま
す
。

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持

っ
て
、救
命
手
当
が
で
き
る
よ
う
、

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
出
張
講
習
】

　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
、
応
急
手
当
指

導
員
が
出
向
い
て
指
導
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・

消
防
分
署
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
申
込

書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
定
期
講
習
】

　

個
人
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
、
毎
月
第
３
日
曜
日
（
午
前
９

時
〜
正
午
）
に
消
防
本
部
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内

の
、
昨
年
の
救
急
出
動
件
数
は
６

２
４
４
件
、
搬
送
人
員
は
５
８
０

３
人
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
日
平
均
で
17
・
１

件
、
１
時
間
24
分
に
１
回
の
割
合

で
出
動
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。

　

近
年
、
救
急
車
の
現
場
到
着
時

間
が
遅
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
で

緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
の
た
め
の
も
の
で

す
。

　
「
緊
急
で
な
い
場
合
」
や
「
軽

９月９日は「救救急急の日」
　「救急の日」は、救急業務および救急医療に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急医療

関係者の意識の高揚を図ることを目的に、昭和 57年に定められました。またこの日を含む日～
土曜日の１週間（今年は９月６日～ 12日）を「救急医療週間」とし、全国各地で応急手当の講
習会を中心とした救急に関するさまざまな行事が行われています。

身
に
付
け
よ
う
応
急
手
当

〜
大
切
な
生
命
、

　
　
　
　

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
命
を
救
い
ま
す
〜

症
な
場
合
」
な
ど
で
救
急
車
を
要

請
す
る
と
、
１
分
１
秒
を
争
う
、

命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を
待
た

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

緊
急
で
な
い
場
合
は
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
か
弘
前
市
急
患

診
療
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ほ
か
の
交
通
手
段
（
※
）

を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
緊

急
性
が
あ
る
か
、
重
症
か
ど
う
か

の
判
断
が
困
難
な
場
合
は
、
迷
わ

ず
１
１
９
番
で
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
交
通
手
段
…
タ
ク
シ
ー
、

患
者
等
搬
送
事
業
者
（
車
両
に
寝

台
や
車
い
す
を
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
る
構
造
と
「
い
ざ
と
い
う
時
に

応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
」資
格
の
あ
る
者
を
乗
務
さ
せ
、

弘
前
消
防
本
部
の
認
定
を
受
け
て

い
る
事
業
者
…
市
内
で
は
十
五
番

タ
ク
シ
ー
と
北
星
交
通
の
２
社
）

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
た
せ
る
こ
と
に
〜

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
消
防
車

や
救
助
工
作
車
が
サ
イ
レ
ン
の
み

を
鳴
ら
し
て
救
急
現
場
へ
出
動
し

ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
火
災
の
場
合

は
サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

出
動
し
ま
す
）。

・
救
急
車
が
出
動
中
で
、
速
や
か

な
救
急
処
置
が
必
要
な
と
き

・
け
が
や
病
気
で
生
命
に
危
険
が

火
災
と
間
違
え
な
い
で

〜
救
急
現
場
に
救
急
車
と
消
防
車
・
救
助
工
作
車
が

　
　
　
　
　

一
緒
に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜

あ
り
、
高
度
な
救
命
処
置
が
必
要

な
と
き

・
け
が
や
病
気
で
２
階
や
３
階
で

倒
れ
自
力
で
動
け
な
か
っ
た
り
、

搬
送
す
る
場
所
が
狭
か
っ
た
り
、

救
急
隊
だ
け
で
は
搬
送
が
困
難
な

と
き

・
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
で
の

交
通
事
故
な
ど
救
急
活
動
を
行
う

場
所
が
危
険
な
と
き

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

○
消
防
本
部
警
防
課
（
本
町
、
☎

32
・
５
１
０
３
）

○
弘
前
消
防
署
（
本
町
、
☎
32
・

５
１
９
９
）

○
藤
代
分
署（
浜
の
町
東
３
丁
目
、

☎
34
・
１
３
１
７
）

○
西
北
分
署
（
小
友
字
神
原
、
☎

93
・
３
３
１
０
）

○
西
分
署
（
鳥
井
野
字
宮
本
、
☎

82
・
３
３
１
１
）

○
東
消
防
署（
城
東
中
央
５
丁
目
、

☎
27
・
１
１
５
１
）

○
枡
形
分
署
（
豊
原
１
丁
目
、
☎

33
・
４
３
１
１
）

○
目
屋
分
署
（
西
目
屋
村
田
代
、

☎
85
・
３
１
１
９
）

　耳元で「大丈夫ですか」
と呼びかけながら肩をた
たき、反応を確かめる。

　反応がない場合は、周
りの人に 119 番通報や
AEDの確保を要請する。

　あごを上げて気道を確
保し、呼吸をしているか
どうか確認する。

　呼吸がなければ息を２
回吹き込む。傷病者の胸
や腹部の動きを見て、息の
音を聞き、ほおで息を感
じ、確認する。

　ひじを真っすぐに伸ばし
て胸の真ん中を垂直に４
～５㎝圧迫。１分間に 100
回のテンポで 30 回圧迫し
た後、２回人工呼吸を行う。

　電源を入れ、パットを
装着して解析。誰も傷病
者に触れていないことを
確認し、通電スイッチを
押す。

⑥の後は、すぐに胸骨圧迫と人工呼吸を再開。倒れた人が
明らかに動き出すか、救急隊が到着するまで続けて行う。

①反応（意識）を確認

②周囲に協力を要請

③気道確保・呼吸確認

④人工呼吸

⑤胸骨圧迫（心臓マッサージ）

⑥ AED が到着したら
　AED
装着状態

　救急要請が入ると、昼夜を問わず救

急現場に駆けつけて迅速かつ適切な処

置を行う救急隊員。弘前消防署の工藤

陽子さん（左）と中村美里さん（右）に救

急活動についての思いを伺いました。

●工藤さん

「車の衝突事故などの現場に、工作車

と一緒に駆けつけて救助し、救助活動

を行った仲間と『助かってよかったね』

と言い合えるこの仕事を、わたしは誇

りに思います。

　心肺蘇生（そせい）などを行い一命

を取り留めた患者さんやその家族か

ら、『ありがとうございました』と言

ってもらえることも励みになります

が、その患者さんが社会復帰できるよ

うになれば、もっとうれしいですね」

●中村さん

「わたしはまだ２年目で、日々勉強中

です。１日に何件も救急要請が来ると、

肉体的にも精神的にもこたえることが

ありますが、それでもこの仕事をつら

いと思ったことはありません。救急搬

送された人はもちろん、気が動転して

いる家族に話しかけ、安心させて病院

に引き継ぐことができたとき、疲れも

吹き飛ぶんです」

INTERVIEW

９月９日は「救急の日」

救命手当の手順覚えておけば安心！
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青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
運
営
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ

ん
の
意
見
な
ど
を
聞
く
た
め
、「
青

森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

運
営
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

８
人

▽
応
募
資
格　

平
成
21
年
９
月
１

日
現
在
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る

40
歳
以
上
の
人
で
、
お
お
む
ね
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
の
２
時

間
程
度
、
青
森
市
で
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日
〜
24
日

（
必
着
）

▽
任　

期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

▽
活
動
内
容　

年
２
〜
３
回
程
度

開
催
す
る
懇
談
会（
公
開
で
開
催
）

に
出
席
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
運
営
に
関
す
る
意
見
・
提
案

を
行
う

▽
謝
礼
な
ど　

懇
談
会
出
席
１
回

に
つ
き
謝
礼
金
５
０
０
０
円
と
交

通
費
（
公
共
交
通
機
関
利
用
相
当

額
）
を
支
給
（
国
内
旅
行
傷
害
保

険
適
用
）

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
関
す
る
意
見
（
４
０

０
字
程
度
）」
を
添
付
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
青
森
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
持
参
の
場
合
は

市
国
保
年
金
課
高
齢
医
療
係
で
も

受
け
付
け
ま
す
）。
な
お
、
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
青
森
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
ま
た

は
、
市
国
保
年
金
課
高
齢
医
療
係

あ
て
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。ま
た
、

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法
な
ど　

県
内
６
保
健

医
療
圏
域
（
青
森
・
西
北
五
・
津

軽
・
八
戸
・
上
十
三
・
下
北
）
の

75
歳
以
上
の
被
保
険
者
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１
人
ず
つ
、
65
歳
以
上
で
障

害
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
か
ら

１
人
、
40
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者

医
療
以
外
の
医
療
保
険
被
保
険
者

か
ら
１
人
を
選
考
し
、
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て

は
、応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

青
森

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
総

務
課（
〒
030
・
０
８
０
１
、
青
森
市

新
町
２
丁
目
４
の
１
、
青
森
県
共

同
ビ
ル
１
階
、
☎
青
森
017
・
721
・

３
８
２
１
、
フ
ァ
ク
ス
017
・
723
・

１
４
０
１
、
Ｅ
メ
ー
ルaom

ori-
kouikirengou@

dolphin.ocn.
ne.jp

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.aom

ori-kouikirengou.
jp/

）
／
市
国
保
年
金
課
高
齢
医

療
係
（
市
役
所
１
階
、
窓
口
156
、

☎
40
・
７
０
４
６
）

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
10
月
１
日
か
ら

更
新
さ
れ
ま
す
。
９
月
中
旬
に
個
人
ご
と
に
発
送

し
ま
す
が
、
８
月
末
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
元
に
届
い
た
ら
次
の
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

①
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
＝
被
保

険
者
証
を
持
参
し
て
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
既
に
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
い
る
人
＝
被

保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

③
被
保
険
者
証
の
内
容
に
変
更
ま
た
は
誤
り
の
あ

る
人
＝
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
訂
正
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
内
で
転
居
し
た
人
＝
被
保
険
者
証
の
訂
正
の

ほ
か
、
郵
便
局
に
も
「
転
居
届
」
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
一
部
を
除
き
平

成
22
年
９
月
30
日
で
す
。
色
は
昨
年
と
同
じ
「
水

色
」
で
す
の
で
、
使
用
す
る
際
は
有
効
期
限
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
被
保
険
者
証
を
入
れ

る
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課
国
保
保
険
料
係

（
市
役
所
１
階
、
窓
口
158
、
☎
40
・
７
０
４
５
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す
！　
　
　
　

【
Ｑ
１
】

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
無
着
色
の

地
域
は
浸
水
し
な
い
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

国
土
交
通
省
お
よ
び
県
が
作
成

し
た
浸
水
想
定
区
域
は
、
あ
く
ま

で
も
設
定
条
件（
雨
量
、流
域
の
河

道
の
状
況
、は
ん
ら
ん
個
所
な
ど
）

に
基
づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
で
あ
り
、
想
定
条
件
を
超
え

る
よ
う
な
降
雨
な
ど
で
は
、「
浸
水

な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
区
域
で
も

浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
２
】

　

特
定
の
災
害
時
要
援
護
者
施
設

だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。

【
Ａ
２
】

　

高
齢
者
や
乳
児
な
ど
が
利
用
す

る
災
害
時
要
援
護
者
施
設
は
、
一

般
の
住
民
よ
り
避
難
に
多
く
の
時

間
が
か
か
り
、
近
年
、
被
災
が
目

立
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
た

め
、
水
防
法
に
お
い
て
、
浸
水
想

定
区
域
内
に
あ
る
災
害
時
要
援
護

者
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称

や
所
在
地
な
ど
を
地
域
防
災
計
画

に
定
め
る
と
と
も
に
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
周
知
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

【
Ｑ
３
】

　

近
く
に
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
小
・
中
学
校
が
あ
る
の
に
、
遠

く
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
Ａ
３
】

　

避
難
場
所
は
基
本
的
に
、
小
学

校
区
を
基
に
収
容
地
区
を
設
定

し
、
近
隣
に
中
学
校
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
こ
れ
ら
に
も
分
散
す
る

よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

洪
水
時
に
、
浸
水
の
深
さ
が
50
㌢

以
上
の
た
め
避
難
所
と
し
て
利
用

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合

や
、
浸
水
区
域
が
広
く
、
避
難
人

口
が
多
い
た
め
近
隣
の
避
難
場
所

に
収
容
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、

近
隣
地
区
の
避
難
所
へ
避
難
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
４
】

　

ど
の
よ
う
に
避
難
す
れ
ば
良
い

の
か
。

【
Ａ
４
】

　

道
路
の
浸
水
時
は
、
自
動
車
で

の
避
難
は
危
険
で
あ
り
、
緊
急
車

両
な
ど
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

人
、
遠
方
か
ら
の
避
難
な
ど
の
特

別
な
場
合
を
除
き
、
基
本
的
に
は

徒
歩
で
の
避
難
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
浸
水
時
に
避
難
は
危
険

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浸
水
前
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
気

象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
に
注
意

が
必
要
で
す
。
万
が
一
避
難
が
遅

れ
た
場
合
は
、
近
く
の
丈
夫
な
建

築
物
の
２
階
な
ど
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。

【
Ｑ
５
】

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
水
位
観
測

所
の
水
位
で
幡
龍
橋
水
位
観
測
所

の
水
位
よ
り
も
、
上
流
に
あ
る
百

田
水
位
観
測
所
の
水
位
が
低
い
の

は
な
ぜ
か
。

【
Ａ
５
】

　

水
位
観
測
所
は
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
国
や
県
が
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

各
水
位
観
測
所
の
測
定
す
る
た

め
の
目
盛
り
で
あ
る
「
量
水
板
」

の
ゼ
ロ
点
に
は
、東
京
湾
平
均
潮

位
を
基
準
と
し
た
標
高
を
持
た
せ

て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
百
田
水
位

観
測
所
の
ゼ
ロ
点
の
標
高
は
17
・

０
８
１
㍍
、幡
龍
橋
水
位
観
測
所

で
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
㍍
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
を
基
に
し
て「
は

ん
ら
ん
危
険
水
位
」
を
見
る
と
、

幡
龍
橋
水
位
観
測
所
の
16
・
３
㍍

は
標
高
に
す
る
と
「
15
・
８
㍍
」

と
な
り
、百
田
水
位
観
測
所
の
５
・

１
㍍
は
標
高
に
す
る
と
「
22
・
１

８
１
㍍
」
と
な
る
た
め
、
上
流
に

あ
る
百
田
水
位
観
測
所
の
標
高
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
百
田
水
位

観
測
所
の
水
位
は
、
幡
龍
橋
水
位

観
測
所
の
水
位
よ
り
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
一
般

に
用
い
ら
れ
て
い
る
標
高
＝
水
位

で
は
な
く
、河
川
水
面
の
位
置（
水

　

市
で
は
、
洪
水
時
に
浸
水
す
る
範
囲
や
深
さ
、
避
難
時
の
心
得
な

ど
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
た
「
弘
前
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
・
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
関
し
て
以
下
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
答
え
し
ま
す
。

弘
前
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

位
）
が
観
測
所
ご
と
に
設
定
し
た

基
準
面
か
ら
の
高
さ
で
表
さ
れ
て

い
る
た
め
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
（
☎

35
・
１
１
２
３
）

後期高齢者医療制度運営後期高齢者医療制度運営後期高齢者医療制度運営
に関する「懇談会」の委員に関する「懇談会」の委員に関する「懇談会」の委員
を募集しますを募集しますを募集します
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。 地
方
法
人
特
別
税
と

地
方
法
人
特
別
税
と

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

地
方
法
人
特
別
税
と

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

除
排
雪
業
務
等
の

参
加
者
受
付　
　

　

平
成
21
年
度
弘
前
市
除
排
雪
業

務
等
の
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
請
書
配
布　

９
月
１
日
〜
18

日※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

道
路
維
持
課
（
茜
町
２
丁
目
）
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
業
務
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
配
布

時
に
説
明
し
ま
す
。

▽
対
象
地
域　

弘
前
市
管
内
全
域

▽
対
象
業
務
等　

車
道
除
雪
／
車

道
除
雪
（
貸
付
）
／
歩
道
除
雪
／

小
路
排
雪
／
拡
幅
除
雪
／
交
差
点

排
雪
／
排
雪
運
搬
車
両
借
り
上
げ

／
凍
結
抑
制
剤
散
布
／
雪
置
き
場

管
理
／
共
同
企
業
体
除
雪

※
雪
置
き
場
管
理
お
よ
び
共
同
企

業
体
除
雪
は
、
共
同
企
業
体
を
結

成
し
、
企
業
体
で
の
申
請
と
し
ま

す
。

▽
受
付
期
間　

９
月
７
日
〜
18
日

▽
有
効
期
限  

平
成
22
年
３
月
31

日▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

道
路

維
持
課
（
☎
32
・
８
５
５
５
）

地
方
法
人
特
別
税
と
は
？

　

地
方
法
人
特
別
税
は
、
平
成
20

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
域

間
に
お
け
る
税
源
の
隔
た
り
を
是

正
す
る
た
め
に
、
消
費
税
を
含
む

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ

る
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
10
月
１
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
、
法
人
事

業
税
と
合
わ
せ
て
申
告
納
付
が
必

地方法人特別税と法人事業税の税率

区　分

法人事業税 地方法人特別税

 平成 20 年９月 30日以前
 に開始する事業年度

 平成 20 年 10 月１日以後
 に開始する事業年度

 平成 20 年 10 月１日以後
 に開始する事業年度

普通法人 5.0％～ 9.6％ 2.7％～ 5.3％ 81％

特別法人 5.0％～ 6.6％ 2.7％～ 3.6％ 81％

                                        ※ 税率は資本金が１億円以下の法人に当てはまります。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
地
方
税
電

子
化
協
議
会
が
運
営
す
る
地
方
税

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
法
人
県
民

税
・
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

の
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
告
が
で
き
、
窓
口
に
出
向
く

必
要
が
な
い
ほ
か
、
複
数
の
地
方

公
共
団
体
へ
の
申
告
を
ま
と
め
て

一
度
に
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
は
じ
め
と
し
た
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
利
用
に
当
た
り
、
パ
ソ
コ

ン
環
境
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

環
境
、
必
要
に
応
じ
て
電
子
証
明

書
な
ど
を
事
前
に
準
備
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
準
備
に
は
費

用
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
方
税
電
子
化

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

要
に
な
り
ま
す
。

税
負
担
は
増
え
る
の
？

　

法
人
事
業
税
の
税
率
を
引
き
下

げ
、
引
き
下
げ
後
の
法
人
事
業
税

と
地
方
法
人
特
別
税
を
合
わ
せ
た

税
負
担
が
、
現
行
の
法
人
事
業
税

の
負
担
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
地

方
法
人
特
別
税
の
税
率
を
設
定
し

て
い
る
た
め
、
地
方
法
人
特
別
税

と
法
人
事
業
税
を
合
わ
せ
た
税
負

担
は
増
え
ま
せ
ん
。

法人の皆さんへ

お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
第
一
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
32
・
１
１
３
１
、内
線
２
２
８
・
３
７
８
）

対
象
と
税
額
は
？

▽
対　

象　

法
人
事
業
税
（
所
得

割
・
収
入
割
）
を
納
め
る
法
人

▽
税　

額　

所
得
割
額
ま
た
は
、

収
入
割
額
×
税
率
（
81
％
）

※
税
率
は
、
資
本
金
が
１
億
円
以

下
の
法
人
の
場
合
。

6

防災＆夏祭りフェスタ

　８月９日、第五城東地区の市道で防災＆夏祭りフェ
スタが開催されました。この祭りは、「防災」をより
身近に感じ、体験してもらうことを目的に、市と弘前
大学との連携事業として開催されたもので、宵宮でお
なじみの出店とともに、陸上自衛隊の防災
車両や、消防署の救助工作車などの消
防車両が一堂に展示され、多くの
家族連れでにぎわいました。
　訪れた人たちは、体験コー
ナーで、人形を使った応急手
当を体験したり、震度測定器
を設置した台車に乗って、震
度６以上の揺れを体験したり
しながら防災への意識を高め
ていました。
　また、展示コーナーで、消
防隊員に消防服を着せてもらっ
た子どもたちが、ポーズをきめて
満足げな表情で記念写真を撮ってもら
っていた姿が印象的でした。

エコで遊ぼうinプラザ棟

　８月８日と９日の２日間、弘前地区環境整備センタ
ープラザ棟（町田字筒井）で、身の回りにあるさまざ
まな物を使って環境への関心を高める体験教室が開催
されました。この内、８日に行われた「空き缶で万華
鏡作り教室」には、親子で18組の36人が参加。空き
缶に中を見る穴を開け、反対側に模様を楽しむための
カラフルな紙やビーズなどを入れたキャップを取り付
けるなどして、オリジナルの万華鏡を完成させました。

８月９日

８月８日・９日

▲防災＆夏祭りフェスタ会場

衛隊 防災
どの消
くの

っ
めて
てもら

▲ぼくにもできるかな？
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

催　

し

★投影プログラム

【一般投影（有料）／ 45 分間】…

星空の知識を深めるプログラム

▽テーマ　秋、夜空を見上げれば

…

【くつろぎプラネ（有料）／ 45分間】

…音楽中心でリラックスできるプロ

グラム

▽テーマ　ガリレオの天体観測

【みんなで星空散歩（無料）／ 30分

間】…子どもにも分かりやすいプロ

グラム

▽テーマ　勇者テルセウス　アン

ドロメダ姫を救う‼
★観覧料（一般投影・くつろぎプラ

ネ共通）

一　般＝ 240 円／高校生＝ 120 円

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中

学生や障害者、外国人留学生は無料。

年齢や住所を確認できるものを提示

してください。なお、みんなで星空

散歩はどなたでも無料です。

★問い合わせ先　中央公民館（☎

33・6561）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

投影日程

□…一般投影を午後１時半～、午後

３時～の２回投影

■■…一般投影を午前 10 時半～、午

後１時半～、午後３時～の３回投影

■■…みんなで星空散歩を午前 10 時

半～の１回、くつろぎプラネを午後

１時半～、午後３時～の２回投影

■■…休み

教 

育 

講 

演 

会

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

未
来
を
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）

教
育
の
第
一
人
者
で
あ
る
上
野
一

彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
）
な
ど
発
達
障
害
の
理
解
と
支

援
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
半
〜
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

講
演
「
発
達
障
害
の

理
解
と
支
援
　

―　
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
の
在
り
方
　

―　
」…
講
師
・

上
野
一
彦
さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学

名
誉
教
授
）

▽
定　

員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

15
日
ま
で
に
、
教
育
研
究
所
（
末

広
４
丁
目
、
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
26
・
４
８
０
２
、
フ
ァ
ク

ス
26
・
２
２
５
０
）
へ
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
６
回
市
民
参
画　
　

セ
ン
タ
ー
交
流
ま
つ
り

　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
市
民
団
体
の
活
動
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹
介
し
、
交

流
を
図
る
集
い
の
広
場
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま

す
。
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）

▽
内　

容　

記
念
講
演
会
「
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
」
…
講

師
・
向
後
功
作
さ
ん
（
交
通
環
境

険
料
な
ど
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ひ
ろ
さ
き
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
（
薬
師
山
さ
ん
、
Ｅ

メ
ー
ルhirosaki_rec@

yahoo.
co.jp

ま
た
は
土
岐
さ
ん
、
☎
携

帯
090
・
２
９
７
８
・
８
３
６
０
、

電
話
で
の
受
付
時
間
は
午
後
７
時

〜
10
時
）
へ
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

軽
ト
ラ
de
夕
市

　

市
で
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流

や
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、

「
軽
ト
ラ
de
夕
市
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、
市

内
の
農
家
が
心
を
込
め
て
生
産
し

た
新
鮮
な
農
産
物
な
ど
を
販
売
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
と　

き　

９
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
６
時

※
品
物
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

▽
と
こ
ろ　

土
手
町
分
庁
舎
敷
地

内
（
土
手
町
、市
立
病
院
向
か
い
、

旧
第
一
大
成
小
学
校
）

▽
内　

容　

新
鮮
農
産
物
（
り
ん

ご
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
枝
豆
な

ど
）、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
漬
け

物
な
ど
の
加
工
品
の
対
面
販
売

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
（
☎

82
・
１
６
３
５
）

※
ご
来
場
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
森
９
月
の
行
事

【
催
し
】

◎
秋
の
野
あ
そ
び　

バ
ッ
タ
を
さ

が
そ
う
！

▽
と　

き　

９
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
き
の
こ
探
訪　

太
陽
の
道
一
周

▽
と　

き　

９
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
秋
を
さ
が
そ
う
！
パ
ー
ト
１

▽
と　

き　

９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

【
特
別
企
画
展
】

◎
バ
ッ
タ
展　

秋
の
鳴
く
虫
の
飼

育
展
示

▽
と　

き　

９
月
13
日
〜
27
日
、

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、
久

渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）
／ 

市
公
園
緑
地
協
会

（
☎
33
・
８
７
３
３
）

幼
稚
園
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

 

in
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド　
　

　

弘
前
私
立
幼
稚
園
連
合
会
で

は
、
幼
稚
園
教
育
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
、
ぜ
ひ
家
族
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
マ
ッ
プ
（
市
内
10
園
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

土
手
町
歩
行
者
天
国

内
（
紀
伊
國
屋
書
店
前
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
私
立
幼

稚
園
連
合
会（
弘
前
大
谷
幼
稚
園
、

☎
32
・
３
３
０
９
）

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

９
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
第
３
研
修
室

▽
内　

容　
「
年
金
講
座
〜
じ
っ

く
り
学
ぼ
う
！
将
来
の
年
金
の
こ

と
」
…
講
師
・
佐
々
木
友
浩
さ
ん

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

▽
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
県
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
協
会
（
☎
青
森

017
・
775
・
４
０
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

017
・
734
・
７
４
８
３
）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

　ボランティア支援センターでは、ボランティア活動

を始めるきっかけとして、一日だけのボランティア体

験メニューを用意しています。

　第１回は、「キッズスポーツひろば」です。

▽と　き　９月 19日（土）、午前９時～ 11時半
▽ところ　福村小学校（福村１丁目）体育館

※現地集合。

▽内　容　子どもたちを見守りながら一緒に楽しむ、

親子レクリエーションのお手伝い

▽定　員　10人（応募多数の場合は抽選）
▽参加料　無　料

▽問い合わせ・申込先　９月 11日までに、ボランティ
ア支援センター（下白銀町、弘前文化センター内、☎

38・5595）へ。
※日・火曜日は休館。

 体験版　一日ボランティア 

回 日　　程 内　　容（予定）

２
10月 24 日（土）
午前９時～ 11時半

ＨＥＰ 21・だんぶり池の整備活動
「だんぶり池周辺の維持・整備作業」

３
11月 23 日（月）
午後１時半～３時半

おもちゃ病院

「壊れたおもちゃを修理するお手伝い」

４
12月 20 日（日）
午前９時半～11時半

ピュアフレンズ

「知的障害のある青年の生涯学習活

動支援」

５
１月 12日（火）
午前 10時～正午

キッズネットクラス

「親子相互の交流と遊びを支援」

６
２月 10日（水）
午後１時半～３時半

市立病院ボランティア

「病院のさまざまな業務を側面から

支援」

■今後の日程と内容

※詳しくは、広報ひろさきに随時掲載予定です。

整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
常
務
理
事
・

『
が
ん
ば
れ
！
銚
子
電
鉄
』著
者
）、

各
種
団
体
の
展
示
・
活
動
発
表
ほ

か▽
入
場
料　

無　

料

▽
臨
時
駐
車
場　

市
民
中
央
広
場

（
元
寺
町
、
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

向
か
い
）

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
か
、
自
家
用
車
を

乗
り
合
わ
せ
て
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

第
６
回
市
民

参
画
セ
ン
タ
ー
交
流
ま
つ
り
実
施

委
員
会
事
務
局
（
市
民
参
画
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
31
・
２
５
０
０
）

第
４
回
ひ
ろ
さ
き　
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
と　

き　

９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

り
ん
ご
公
園
（
清
水

富
田
字
寺
沢
）

▽
内　

容　

３
〜
５
人
の
チ
ー
ム

に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
対　

象　

市
民
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
）

※
な
る
べ
く
３
〜
５
人
の
チ
ー
ム

で
申
し
込
み
を
。
３
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
当
日
チ
ー
ム
編
成
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
保

お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号9

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

９月



10

お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号11

【展示会】

●シダ展　４日～９日

●きのこ展　19 日・20 日

【講習会など】

●きのこの話　19 日、午

後１時半～３時半

●訪問相談　５日・26 日

※庭木の出張診断です。電

話で申し込んでください。

【弘前城植物園…

　　　　今月見られる花】

ハギ、フランクリンノキ、

シュウメイギク、シュウカ

イドウなど

●問い合わせ先　緑の相談

所（☎ 33・8737）
※４月１日～ 11 月 23 日
は毎日開館しています。

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
の
教
室

【
初
心
者
太
極
拳
気
功
法
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
28
日
・
30
日（
計

２
回
）、
午
後
６
時
半
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前

（
豊
田
１
丁
目
）

▽
内　

容　

初
歩
的
な
実
技
と
解

説▽
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

サ
ン

ラ
イ
フ
弘
前
（
☎
27
・
２
８
１
１
）

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

９
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
内　

容　
「
体
験
！
津
軽
ひ
ろ

さ
き
検
定
初
級
試
験
（
模
擬
試
験

と
解
答
・
解
説
）」
…
講
師
・
弘
前

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
職
員

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

第
21
回
内
観
療
法
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
in
津
軽
弘
前
市

　
「
内
観
」は
、自
己
の
内
心
を
観

察
す
る
方
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
こ

こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」を
テ
ー
マ
に
、

甲
野
善
紀
さ
ん（
武
術
研
究
家
）と

真
栄
城
輝
明
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

の
記
念
対
談
も
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
と
内
容　

10
月
31
日
＝
講

演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
／
11
月

１
日
＝
分
科
会
、
記
念
対
談
な
ど

※
一
日
の
み
の
参
加
、宿
泊
も
可
。

▽
と
こ
ろ　

ア
ソ
ベ
の
森
い
わ
き

荘
（
百
沢
字
寺
沢
）

▽
テ
ー
マ　
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か

ら
だ
」
の
つ
な
が
り

▽
参
加
料　

早
期
申
し
込
み
（
９

月
30
日
ま
で
）
＝
２
日
間
参
加
６

０
０
０
円
、
１
日
参
加
３
０
０
０

円
／
普
通
申
し
込
み
（
10
月
１
日

以
降
）
＝
２
日
間
参
加
７
０
０
０

円
、
１
日
参
加
３
５
０
０
円

※
い
わ
き
荘
宿
泊
の
場
合
は
、
別

途
１
万
４
０
０
０
円
が
必
要
。
ま

た
、
会
員
や
学
生
は
、
参
加
料
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

ひ
ろ

さ
き
親
子
内
観
研
修
所
（
竹
中
さ

ん
、
☎
兼
フ
ァ
ク
ス
36
・
８
０
２

８
）

弘
前
学
院
大
学 　

開
放
講
義
（
後
期
）

　

弘
前
学
院
大
学
が
、
開
か
れ
た

大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
開
放

講
義
を
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

通
常
の
大
学
の
講
義
を
学
生
と
一

緒
に
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

▽
期　

間　

９
月
24
日
〜
平
成
22

年
２
月
４
日

▽
科　

目　

英
会
話
Ⅲ
、
キ
リ
ス

ト
教
学
Ⅱ
、
近
代
文
学
Ｂ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
総
論
な
ど（
予
定
）

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
資

料
代
と
し
て
２
５
０
０
円
が
必

要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

７
日
〜
15
日
に
、
弘
前
学
院
大
学

学
務
課
（
稔
町
、
☎
34
・
５
２
１

１
）
へ
。

※
科
目
一
覧
・
講
義
概
要
は
、窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.hirogaku-u.

ac.jp/

）
に
掲
載
し
ま
す
。

玉
掛
け
技
能
講
習

▽
と　

き　

10
月
14
日
〜
16
日

（
３
日
間
）

▽
と
こ
ろ　

学
科
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

弘
前
（
豊
田
１
丁
目
）
／
実
技
＝

日
本
通
運
弘
前
支
店
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
新
里
字
中
平
岡
）

▽
対　

象　

①
申
請
時
に
求
職
中

で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
人　

②
出
稼
労
働
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
人

▽
定　

員　

５
人

▽
受
講
料　

１
万
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
１
５
０
０
円
が
必
要
）

▽
申
し
込
み
受
け
付
け　

９
月
11

日
〜
18
日

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
、
写
真

（
縦
30
㍉
×
横
22
㍉
）１
枚
、
雇
用

保
険
受
給
者
証
か
出
稼
労
働
者
手

帳
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、代
理
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

商
工

労
政
課
労
政
係
（
市
役
所
６
階
、

☎
35
・
１
１
３
５
）

青
森
県
武
道
館
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室　

【
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
】

▽
期　

間　

10
月
29
日
（
９
月
24

日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時

▽
対　

象　

市
民
＝
20
人
程
度

▽
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
傷

害
保
険
料
と
し
て
１
回
50
円
程
度

が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

青

森
県
武
道
館
（
☎
26
・
２
２
０

０
、
フ
ァ
ク
ス
26
・
２
２
０
６
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

aom
orikenbudoukan.com

/

）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

事
前
説
明
会
・
人
材
育
成
研
修

【
事
前
説
明
会
】

▽
と　

き　

９
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
対　

象　

市
内
に
居
住
し
、
現

在
求
職
中
の
人
（
在
職
中
で
転
職

を
希
望
し
て
い
る
人
を
含
む
）

▽
参
加
料　

無　

料

【
人
材
育
成
研
修
】

▽
と　

き　

①
10
月
６
日
〜
９
日

／
②
10
月
27
日
〜
30
日
／
③
11
月

17
日
〜
20
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。
①
〜
③
の
好
き
な
コ

ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
商
工
会
議
所

（
上
鞘
師
町
）

▽
内　

容　

１
日
目
＝
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
・
電
話
対
応
／
２
日
目
＝

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
基
礎
・
応
用

知
識
／
３
日
目
＝
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
・
Ｐ
Ｃ
研
修
／
４
日
目
＝
情

報
管
理
・
就
職
支
援
講
座
（
面
接
・

履
歴
書
な
ど
）

▽
受
講
資
格　

原
則
と
し
て
、
事

前
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と

▽
定　

員　

各
コ
ー
ス
10
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
雇
用

機
会
増
大
促
進
協
議
会
（
☎
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
５
４
９
・

０
３
３
）

初
心
者
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

 

と
体
操
教
室　
　
　
　

▽
と　

き　

10
月
２
日
〜
11
月
13

日
の
毎
週
月
・
金
曜
日
（
た
だ
し
、

10
月
12
日
を
除
く
）、
午
後
２
時

〜
３
時
半
（
計
12
回
）

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
ほ
か

▽
内　

容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基

礎
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

▽
対　

象　

市
民
＝
30
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

敷
物
（
一
畳
程
度
）、

持
ち
運
び
で
き
る
飲
み
物

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
９
月

13
日
（
必
着
）
ま
で
に
克
雪
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８

１
０
１
、
豊
田
２
丁
目
３
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

克
雪
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
27
・
３
２

７
４
）

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

パ
ソ
コ
ン
講
座　
　
　

 　

　

学
ぶ
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

▽
と　

き　

10
月
１
日
（
希
望
者

の
み
）・
７
日
・
14
日
・
21
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
最
終
日

の
み
午
後
３
時
15
分
ま
で
）

▽
内　

容　

基
本
操
作
、
文
字
入

力
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど

▽
対　

象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

市
民
＝
30
人
（
本
年
度
初
め
て
の

人
を
優
先
）

▽
参
加
料　

無　

料

秋
の
草
木
染
め
教
室

　

身
近
に
あ
る
植
物
を
採
取
し
て

草
木
染
め
を
し
ま
す
。
季
節
を
味

わ
い
な
が
ら
染
色
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

９
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
地
区
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟
（
町
田
字
筒

井
）

▽
講　

師　

水
田
久
美
子
さ
ん

（
く
み
こ
工
房
主
宰
）

▽
定　

員　

小
学
校
高
学
年
以
上

＝
20
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

軍
手
（
木
綿
製
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
２
枚
程
度
。
植
物

の
採
取
、
作
品
の
持
ち
帰
り
に
使

用
）、
は
さ
み
、
染
め
て
み
た
い

物
（
１
人
１
枚
。
手
ぬ
ぐ
い
く
ら

い
の
大
き
さ
ま
で
）、
汚
れ
て
も

い
い
服
装
か
エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

弘
前

地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

棟
（
☎
36
・
３
３
８
８
、
受
付
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

※
月
曜
日
は
休
館
。

教
室･

講
座

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

※
10
月
１
日
お
よ
び
７
日
の
講
座

は
同
じ
内
容
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
と
文
字
入
力
）
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
初
め
て
触
れ
る
人
は
、
10

月
１
日
か
ら
の
受
講
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
ワ
ー
ド
２
０
０
７
講
座
】

▽
と　

き　

10
月
９
日
・
16
日
・
23

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
最

終
日
の
み
午
後
３
時
15
分
ま
で
）

▽
内　

容　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を

使
っ
た
文
書
・
名
刺
な
ど
の
作
成

▽
対　

象　

文
字
入
力
お
よ
び
キ

ー
ボ
ー
ド
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き

る
市
民
＝
30
人

▽
参
加
料　

１
０
５
円
（
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
、
昼
食

※
ワ
ー
ド
は
２
０
０
７
を
使
用
し

ま
す
。
ほ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
使

っ
て
い
る
人
は
操
作
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
受
け
付
け
開
始
日　

９
月
15
日

（
火
）

※
い
ず
れ
の
講
座
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。
電
話
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

古
文
書
読
み
方
講
習
会

　

弘
前
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

藩
政
時
代
の
古
文
書
を
活
用
し

た
、
古
文
書
の
基
礎
事
項
と
読
み

方
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

▽
と　

き　

10
月
10
日
・
17
日
・

24
日
、
11
月
７
日
（
計
４
回
）、

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
講　

師　

荻
野
看
生
子
さ
ん

（
前
弘
前
古
文
書
解
読
会
会
長
）

▽
対　

象　

高
校
生
以
上
の
主
に

初
心
者
＝
30
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
７
０
０
円
が
必

要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

30
日
ま
で
に
、
弘
前
図
書
館
（
☎

32
・
３
７
９
４
）
へ
。

お知らせ

緑の相談所

９
月
の
催
し
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号13

ニ
ー
ハ
オ
中
国
語
教
室

▽
と　

き　

９
月
29
日
〜
平
成
22

年
３
月
18
日
（
週
１
回
、全
16
回
）

▽
教
室
・
曜
日
・
時
間

①
入
門
１
…
毎
週
水
曜
日
の
午
後

８
時
10
分
〜
９
時
40
分

②
入
門
２
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後

１
時
半
〜
３
時

③
入
門
３
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時

④
初
級
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後
８

時
10
分
〜
９
時
40
分

⑤
準
中
級
…
毎
週
水
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時

⑥
中
級
１
…
毎
週
火
曜
日
の
午
前

10
時
〜
11
時
半

⑦
中
級
２
…
毎
週
火
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

①
・
⑤
＝
西
交
流
セ

ン
タ
ー
（
城
西
４
丁
目
）
／
②
＝

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
（
元
寺
町
）

／
③
・
④
＝
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）／
⑥
・
⑦
＝
南
富

田
町
体
育
セ
ン
タ
ー（
南
富
田
町
）

▽
講　

師　

赫
英
紅
さ
ん
、
呉
非

さ
ん
、
劉
麗
娟
さ
ん
ほ
か

▽
定　

員　

各
教
室
12
人

※
申
込
人
数
が
少
な
い
教
室
は
開

催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
別
途
１
３

０
０
円
〜
２
４
０
０
円
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

ニ
ー

ハ
オ
サ
ー
ク
ル
事
務
局
（
平
山
さ

ん
、
☎
35
・
８
２
５
９
、
Ｅ
メ
ー

ルhira@
jom
on.ne.jp

）
へ
。

お
も
し
ろ
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

　

割
り
ば
し
と
モ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
、
リ
モ
コ
ン
で
操
縦
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は

３
本
足
で
素
早
く
動
き
回
り
、
作

っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
持
ち
帰
れ
ま

す
。
ま
た
、
自
由
参
加
の
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

※
午
前
の
み
の
参
加
も
可
能
。

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
対　

象　

小
学
校
４
年
生
〜
中

学
校
３
年
生
＝
30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
傷

害
保
険
料
と
し
て
50
円
が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

14
日
か
ら
、
電
話
、
ま
た
は
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
）
で
、
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
地
域
連
携
係
（
〒
039
・

１
１
９
２
、
八
戸
市
田
面
木
字
上

野
平
16
の
１
、☎
八
戸
０
１
７
８
・

27
・
７
２
３
９
、
フ
ァ
ク
ス
０
１

７
８
・
27
・
９
３
７
９
）
へ
。

地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座

　
「
津
軽
を
み
つ
め
な
お
す
」
を

テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
と
内
容

○
10
月
５
日　

講
義
「
郷
土
の
作

家
・
今
官
一
〜
『
北
の
文
学
連
峰
』

の
中
の
今
官
一
〜
」
…
講
師
・
齋

藤
三
千
政
さ
ん
（
弘
前
医
療
福
祉

大
学
准
教
授
・
弘
前
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
）

○
10
月
23
日　

講
義
「
シ
ュ
ウ
ジ

と
ヒ
ロ
サ
キ
〜
津
島
修
治
と
寺
山

修
司
の
弘
前
〜
」
…
講
師
・
浅
瀬

石
久
仁
子
さ
ん
（
あ
す
な
ろ
マ
ス

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
人
文
科
学
コ
ー
ス

弘
前
校
第
Ⅱ
期
受
講
生
）

○
10
月
28
日　

講
義
「
国
絵
図
で

み
る
弘
前
藩
〜
元
禄
国
絵
図
写
し

か
ら
弘
前
藩
の
経
済
・
地
理
を
み

る
〜
」
…
講
師
・
長
谷
川
成
一
さ

ん
（
弘
前
大
学
人
文
学
部
国
際
社

会
講
座
教
授
）

○
11
月
４
日　

説
明
・
見
学
「
常

設
展
『
津
軽
の
歴
史
を
み
る
』・

企
画
展
『
絵
図
に
見
る
津
軽
・
弘

前
』」
…
講
師
・
鶴
巻
秀
樹
さ
ん

農
業
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　

農
協
が
無
料
の
職
業
紹
介
所
を

開
設
し
、生
産
者
に
紹
介
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

随　

時

▽
作
業
期
間　

９
月
〜
11
月

▽
作
業
内
容　

り
ん
ご
や
野
菜
な

ど
の
農
作
業
（
Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘
前

お
よ
び
Ｊ
Ａ
相
馬
村
は
り
ん
ご
に

限
る
）

▽
対　

象　

園
地
ま
で
通
勤
可
能

な
人

▽
賃　

金　

時
給
６
３
０
円
以
上

（
園
主
と
の
話
し
合
い
で
決
定
）

▽
作
業
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

５
時（
ヘ
ル
パ
ー
の
希
望
を
考
慮
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｊ
Ａ

つ
が
る
弘
前
農
作
業
従
事
者
無
料

職
業
紹
介
所
（
五
代
字
早
稲
田
、

指
導
課
内
、
☎ 

82 

・
１
０
５
３
）

／
Ｊ
Ａ
相
馬
村
無
料
職
業
紹
介
所

（
五
所
字
野
沢
、
農
業
振
興
課
内
、

☎
84
・
３
２
１
５
）
／
Ｊ
Ａ
津
軽

み
ら
い
無
料
職
業
紹
介
所
（
黒
石

市
一
番
町
、
営
農
振
興
課
内
、
☎

52
・
５
２
６
２
）

自

衛

官

募

集

【
看
護
学
生
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
24
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日
（
１
次
）　

10
月
24
日

▽
試
験
場
所　

千
年
交
流
セ
ン
タ

ー
（
原
ヶ
平
５
丁
目
）

【
陸
上
自
衛
官
（
看
護
）】

▽
資　

格　

看
護
師
免
許
を
有

し
、
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
免
許

を
有
す
る
36
歳
未
満
の
人

▽
試
験
日　

11
月
21
日

▽
試
験
場
所　

仙
台
駐
屯
地
（
仙

台
市
宮
城
野
区
）

【
防
衛
大
学
校
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
21
歳
未
満

の
人　

▽
試
験
日
（
１
次
）　

11
月
７
日
・

８
日

▽
試
験
場
所　

青
森
駐
屯
地
（
青

森
市
浪
館
字
近
野
）

弘
前
医
療
福
祉
大
学
秋
季　

シ
リ
ー
ズ
第
１
回
公
開
講
座

　

健
康
で
心
身
と
も
に
豊
か
な
生

活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
で

す
。
第
２
回
は
10
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
医
療
福
祉
大
学

（
小
比
内
３
丁
目
）
セ
ミ
ナ
ー
ホ

ー
ル

▽
内　

容　
「
太
宰
治　

生
誕
100

年
を
迎
え
て
」
…
講
師
・
齋
藤
三

千
政
さ
ん
（
医
療
技
術
学
科
准
教

授
）

▽
定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話
、

ま
た
は
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望

講
座
名
・
公
開
講
座
参
加
希
望
と

記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
弘
前
医

療
福
祉
大
学
公
開
講
座
係
（
☎

27
・
１
０
０
１
、
フ
ァ
ク
ス
27
・

１
０
２
３
）
へ
。　

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単

位
認
定
講
座
で
す
。

　第40回華道家元池坊

　東北六県連合花展　
▽と　き　９月 19 日の午前 10 時

～午後５時と９月 20 日の午前 10

時～午後４時半

▽ところ　市民体育館（五十石町）

▽入場料　前売り券＝ 450 円／当

日券＝ 600 円

▽問い合わせ先　池坊弘前支部事務

局（☎兼ファクス 34・7266）

平
成
22
年
度
産
業
振
興　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振

興
財
団
で
は
、
地
域
団
体
な
ど

が
実
施
す
る
地
域
の
活
性
化
や

産
業
の
育
成
振
興
の
た
め
の
調

査
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

な
ど
の
事
業
に
対
し
て
資
金
を

助
成
し
ま
す
。

▽
対　

象　

県
内
の
産
業
団

体
、
地
域
団
体

▽
助
成
金　

事
業
費
の
５
分
の

４
以
内

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
〜
10

月
31
日
（
必
着
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

む
つ
小
川

原
地
域
・
産
業
振
興
財
団
（
☎

青
森
017
・
773
・
６
２
２
２
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
21
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日
（
１
次
）　

10
月
31
日
、

11
月
１
日

▽
試
験
場
所　

青
森
第
二
合
同
庁

舎
（
青
森
市
長
島
１
丁
目
）

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
付
期
限　

９
月
７
日
〜
10
月

２
日

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
弘
前

地
域
事
務
所（
城
東
中
央
３
丁
目
、

☎
27
・
３
８
７
１
）

文
化
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

中
央
公
民
館
（
下
白
銀
町
、
弘

前
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
活
動
し

て
い
る
文
化
グ
ル
ー
プ
「
英
会
話

サ
ー
ク
ル
４
・
22
」
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
日　

毎
週
金
曜
日
の
午
後

７
時
半
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内　

容　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

出
身
の
講
師
に
よ
る
実
践
的
な
英

会
話
（
初
級
〜
中
級
程
度
）

▽
会　

費　

月
３
０
０
０
円

※
１
カ
月
間
参
加
が
な
い
場
合
は

免
除
し
ま
す
。

▽
申
込
先　

中
央
公
民
館
（
☎

33
・
６
５
６
１
）
へ
。

※
入
会
は
随
時
で
き
ま
す
。ま
た
、

見
学
も
で
き
ま
す
。

　初級一般行政、診療情報管理士の職員

を募集します。受験希望者は、人事課（市

役所３階、窓口 302）で交付する受験申
込書に記入し、９月７日までに提出して

ください。受け付けは、土・日曜日を除

く午前８時半から午後５時 15 分までで
す。郵送の場合も、９月７日までに到着

したものに限り受け付けます。

▽資　格　日本国籍を有し、初級一般行

政は昭和 63 年４月２日～平成４年４月
１日に生まれた人、診療情報管理士は当

該資格を既に有する人または平成 22 年
５月 31 日までに資格取得見込みの人で
昭和 40年４月２日以降に生まれた人
▽採用予定　初級一般行政＝５人／診療

情報管理士＝１人

▽第１次試験　９月 27 日（日）、県立
弘前工業高等学校（馬屋町）で、適性検

査、教養試験、作文試験を行います。

▽第１次試験合格発表予定日　10 月 27
日（火）

※第２次試験の詳細については、第１次

試験合格者に直接通知します。

▽問い合わせ先　人事課職員係（〒 036・
8551、上白銀町１の１、☎ 35・1119）
※募集要項は、市のホームページにも掲

載しています。

市市職員を募集職員を募集

（
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

※
最
終
日
は
市
立
博
物
館
（
下
白

銀
町
）。

▽
定　

員　

各
50
人
程
度
（
先
着

順
）

▽
受
講
料　

無　

料

※
11
月
４
日
の
最
終
日
は
市
立
博

物
館
の
入
場
料
２
８
０
円
が
必
要

で
す
（
当
日
お
支
払
い
を
）。
ま

た
、65
歳
以
上
の
弘
前
市
民
な
ど
、

入
場
料
が
無
料
に
な
る
人
は
、
当

日
、
保
険
証
な
ど
生
年
月
日
を
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

９
月

28
日
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
日
を
記
入
し
、
フ

ァ
ク
ス
で
、
中
南
教
育
事
務
所
内

「
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座
」
係
（
☎

32
・
１
１
３
１
、
内
線
２
４
７
、

フ
ァ
ク
ス
36
・
６
５
８
４
）
へ
。

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単

位
認
定
講
座
で
す
。

そ
の
他

初級一般行政
診療情報管理士

親子いけばな　　　

教室　　　　　　　
▽と　き　９月 20日（日）

　　　　　午後１時～３時

▽ところ　ホテルニューキャッスル

（上鞘師町）２階曙の間

▽対　象　小学生～高校生で家族と

一緒に参加できる人（高校生の場合

は、高校生同士の参加可）

▽参加料　無　料

▽問い合わせ・申込先　９月 14 日

までに、池坊弘前支部事務局（☎兼

ファクス 34・7266）へ。

お知らせ

【同時開催
　文化庁委嘱事業】
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号15

月　日 実　施　場　所 時　間

9月10日

（木）

 弘前市保健センター前 11:00 ～ 12:00

 西交流センター前 13:10 ～ 13:50

 市民体育館駐車場 14:10 ～ 15:00

9 月11日

（金）

 上弥生集会所前 10:00 ～ 10:20

 高岡担い手センター前 10:30 ～ 10:50

 健康増進センター（葛原）前 11:00 ～ 11:20

 新岡公民館前 11:30 ～ 11:50

 一町田多目的集会所前 13:10 ～ 13:30

 真土多目的集会所前 13:40 ～ 14:00

 駒越会館前 14:10 ～ 14:30

 熊嶋多目的集会所前 14:40 ～ 15:00

 常盤野小中学校前 10:00 ～ 10:20

 百沢担い手センター前 10:30 ～ 10:50

 宮地研修館前 11:00 ～ 11:20

 五代多目的集会所前 11:30 ～ 11:50

 鼻和多目的集会所前 13:10 ～ 13:30

 岩木庁舎車庫前 13:40 ～ 14:00

 兼平公民館前 14:10 ～ 14:30

 鳥井野多目的集会所前 14:40 ～ 15:00

9 月14日

（月）

 裾野 農村環境改善センター前 10:00 ～ 10:50

 つがる弘前農協旧北支店前 (元鬼沢支店 ) 11:10 ～ 12:00

 つがる弘前農協旧高杉支店前 13:10 ～ 13:50

 独狐農業研修会館前 14:10 ～ 15:00

 つがる弘前農協旧東目屋支店前 10:00 ～ 10:50

 相馬ふれあい館前 11:20 ～ 12:00

 相馬庁舎利雪創造センター前 13:10 ～ 13:50

 茂森新町公民館前 14:10 ～ 15:00

9 月15日

（火）

 笹舘町会集会所前 10:00 ～ 10:50

 市役所新和出張所前 11:10 ～ 12:00

 つがる弘前農協旧三世寺支店前 13:10 ～ 13:50

 藤代公民館 14:10 ～ 15:00

 宮舘町民会館前 10:00 ～ 10:50

 船沢公民館前 ( 市役所船沢出張所前 ) 11:10 ～ 12:00

 蒔苗町民会館前 13:10 ～ 13:50

 土堂集会所前 14:10 ～ 15:00

月　日 実　施　場　所 時　間

9月16日

（水）

 つがる弘前農協薬師堂支店前 10:00 ～ 10:50

 市役所石川出張所前 11:10 ～ 12:00

 大沢消防屯所前 13:10 ～ 13:50

 千年公民館前 14:10 ～ 15:00

 向外瀬集会所前 10:00 ～ 10:50

 宮園第二団地集会所前（宮園公園向） 11:10 ～ 12:00

 つがる弘前農協和徳支店前 13:10 ～ 13:50

 堅田集会所前 14:10 ～ 15:00

9 月17日

（木）

 金属町体育センター前 10:00 ～ 10:50

 桜ヶ丘中央集会所前 11:10 ～ 12:00

 桔梗野会館前 13:10 ～ 13:50

 寒沢浴場駐車場 14:10 ～ 15:00

 門外 熊野宮前 10:00 ～ 10:50

 つがる弘前農協旧堀越支店前 11:10 ～ 12:00

 取上３丁目 貴船神社前 13:10 ～ 13:50

 南大町２丁目 青葉アパート青葉会館前 14:10 ～ 15:00

9 月18日

（金）

 福田町会集会所 10:00 ～ 10:50

 弘前市総合学習センター駐車場 11:10 ～ 12:00

 城東５丁目 天理教弘前分教会前 13:10 ～ 13:50

 城東中央１丁目 城東食糧前 14:10 ～ 15:00

 原ヶ平５丁目 小林電設㈱前 10:00 ～ 10:50

 城南１丁目 城南団地集会所前 11:10 ～ 12:00

 松原集会所前 13:10 ～ 13:50

 安原第一児童公園前 14:10 ～ 15:00

平成 21 年度　狂犬病予防注射・犬の登録日程表「秋」

　次の日程で狂犬病予防注射を実施します。

　今年、まだ予防注射を済ませていない場合は、この機会にどうぞ。飼い犬の新規登録もできます。

▽料　金（１頭につき）　注射＝ 3,000 円／登録＝ 3,000 円
▽問い合わせ先　健康推進課（野田２丁目、弘前市保健センター内、☎ 37・3750）／岩木総合支所
民生課（☎ 82・1629）／相馬総合支所民生課（☎ 84・2111、内線 832）

た
い
せ
つ
な

　

家
族
に

　
　

予
防
注
射
を

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興 

財
団
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集　

　

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

財
団
で
は
、
当
財
団
の
助
成
を
受

け
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
使
用
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

Ａ
４
判
の
用
紙
を

使
用
し
、
色
は
紙
の
色
を
除
き
４

色
以
内
で
作
成
。
１
枚
に
つ
き
１

点
と
し
、
裏
面
に
デ
ザ
イ
ン
の
簡

単
な
説
明
・
住
所
・
氏
名
・
職
業

（
児
童
・
生
徒
の
場
合
は
学
校
名

と
学
年
も
）・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
１
人
何
点
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

▽
応
募
締
め
切
り　

９
月
30
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
賞
お
よ
び
賞
金　

最
優
秀
賞
１

点
＝
10
万
円
／
優
秀
賞
４
点
以
内

＝
２
万
円

▽
発　

表　

入
賞
者
に
直
接
通
知

し
ま
す
（
11
月
予
定
）。

▽
そ
の
他　

○
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
む
つ

小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団
に

帰
属
し
ま
す
。

○
採
用
作
品
を
一
部
補
作
し
て
使

用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

む
つ

小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団（
〒

030
・
０
８
６
１
、
青
森
市
長
島
２

丁
目
10
の
４
、
ヤ
マ
ウ
ビ
ル
７
階
、

☎
青
森
017
・
773
・
６
２
２
２
）

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
の

悩
み
の
解
決
や
新
し
い
取
り
組

み
、
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
相

談
窓
口
と
し
て
、
地
域
力
連
携
拠

点
（
弘
前
商
工
会
議
所
内
）
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に

お
電
話
を
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
商
工
会

議
所
（
☎
33
・
４
１
１
１
）

 

警
察
安
全
相
談
電
話　
　
　
　

「
安
心
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０
」

　

警
察
で
は
、
全
国
の
警
察
本
部

に
設
置
し
て
い
る
警
察
相
談
専
用

電
話
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９
１

１
０
」
に
ち
な
み
、
平
成
11
年
か

ら
毎
年
９
月
11
日
を
「
警
察
相
談

の
日
」
と
定
め
て
お
り
、
弘
前
警

察
署
で
は
、こ
の
機
会
を
利
用
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
警
察
安
全

相
談
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

警
察
安
全
相
談
と
は
、
見
知
ら

ぬ
人
や
別
れ
た
相
手
に
つ
き
ま
と

わ
れ
て
困
っ
て
い
る
、
配
偶
者
や

交
際
中
の
相
手
の
暴
力
に
悩
ん
で

い
る
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ

て
い
る
な
ど
、
犯
罪
に
よ
る
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
、

地
域
住
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す

る
相
談
な
ど
を
言
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
相
談
な
ど
に
つ
い

て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
解
決
で
き
る
よ
う
、
助
言
な
ど

を
行
う
ほ
か
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
、
ほ
か
の
相
談
窓
口
を
紹
介

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
緊
急
の

事
件
・
事
故
を
受
理
し
て
い
る
１

１
０
番
で
の
相
談
は
受
理
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
電
話
す
る
際
は
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
十
分
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
警
察
安
全
相
談
電
話　

青
森
県

警
察
本
部
「
警
察
安
全
相
談
室
」

（
☎
♯
９
１
１
０
／
青
森
017
・

735
・
９
１
１
０
）
／
弘
前
警
察
署

（
☎
32
・
０
１
１
１
）

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン
タ
ー
が

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン
タ
ー
（
土

手
町
）で
は
、会
議
・
打
ち
合
わ
せ
・

展
示
な
ど
に
利
用
で
き
る
「
交
流

室
」
と
、
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
や
音

楽
ミ
キ
シ
ン
グ
な
ど
に
利
用
で
き

る
「
ス
タ
ジ
オ
室
」
を
有
料
施
設

と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
よ

　

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
10

月
７
日
（
水
）
で
す
（
郵
送
で
の

申
請
は
10
月
７
日
の
消
印
有
効
。

窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
10
月
７

日
の
午
後
５
時
15
分
ま
で
）。

　

未
申
請
者
に
は
、
８
月
上
旬
に

通
知
し
ま
し
た
が
、
期
限
を
過
ぎ

る
と
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
、
ま
た
は
、
申
請
書
を
紛
失
し

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付
窓
口　

①
定
額
給
付

金
対
策
室
（
市
役
所
４
階
）
／
②

岩
木
総
合
支
所
民
生
課
、
相
馬
総

合
支
所
民
生
課
、
各
出
張
所

※
②
の
窓
口
で
は
、
日
本
人
世
帯

の
世
帯
主
に
よ
る
申
請
、ま
た
は
、

世
帯
主
と
同
じ
世
帯
構
成
者
に
よ

る
代
理
申
請
の
場
合
の
み
受
け
付

け
し
ま
す
。　

▽
今
後
の
振
込
予
定
日　

９
月
11

日
・
25
日
（
以
降
適
宜
実
施
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

定
額
給
付
金

対
策
室
（
☎
40
・
７
０
１
８
）

財け

定
額
給
付
金
の
申
請　

定
額
給
付
金
の
申
請　

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

り
多
く
の
人
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
弘
前
市
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
あ
る
「
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

－

Ｏ 

Ｗ
ｅ
ｂ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

有
料
施
設
の
予
約
状
況
の
確
認
と

仮
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は

有
料
施
設
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
休

憩
・
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.rin
g-o.jp

/
m
achinaka_studio.htm

l　

※
ご
利
用
の
際
は
、「
申
し
込
み

上
の
注
意
」
を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
な
か
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
31
・
５
１
６
０
）

農
林
業
用
施
設
台
帳
整
備

 

の
た
め
の
現
地
確
認　
　

　

市
で
は
、「
農
林
業
用
施
設
台

帳
」
を
整
備
し
て
お
り
、
農
道
や

農
業
用
の
水
路
な
ど
の
現
地
確
認

の
た
め
に
、
受
託
業
者
「
み
ち
の

く
計
画
」
の
調
査
員
が
９
月
上
旬

か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
市
内
を

巡
回
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
村
整
備
課

（
☎
82
・
１
６
３
７
）



16

月
歩
。
現
在
で
は
、
早
期
に
発
見

し
て
治
療
す
れ
ば
完
治
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
の
改
善
と
検
診
の
受
診
が
、

が
ん
予
防
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

が
ん
予
防
の
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
を
す
る

○
１
年
に
１
度
は
、
が
ん
検
診
を

受
け
る

○
食
生
活
で
は
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
る

　

野
菜
や
果
物
を
き
ち
ん
と
食
べ

る
／
塩
分
の
摂
取
量
は
１
日
10
㌘

未
満
に
／
動
物
性
脂
肪
（
肉
の
脂

身
、
バ
タ
ー
な
ど
）
は
控
え
め
に

が
ん
検
診
の
受
診
を

　

無
症
状
で
進
行
す
る
が
ん
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
検
診

の
受
診
が
大
切
で
す
（
下
図
を
参

照
）。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必

要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）
／
岩
木
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
賀
田
字
大
浦
、
☎

82
・
３
５
３
５
）

　

昭
和
56
年
か
ら
、
日
本
の
死
亡

原
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
ん
は
、

当
市
に
お
い
て
も
、
年
間
の
総
死

亡
の
３
割
以
上
を
占
め
、
毎
年
男

女
と
も
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

男
性
で
は
肺
が
ん
、肝
臓
が
ん
、

大
腸
が
ん
の
割
合
が
増
加
し
、
女

性
で
は
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳

が
ん
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

が
ん
は
無
症
状
で
進
行
す
る
た

め
、
異
変
に
気
づ
い
た
と
き
に
は

か
な
り
進
行
し
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
が
ん
の
治
療
は
日
進

胃がん、肺がん、大腸がん検診

▽内　容　胃・肺＝Ｘ線検査／大腸＝便潜血検査

▽対　象　40歳以上の市民

▽料　金　胃＝ 1,000 円／肺＝ 400 円／大腸＝ 500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関（胃、
大腸のみ）

通年
各医療機関（胃、大腸それぞ
れ単独でも受診できます）

医師会検診セン
ターセット検診

通年 弘前市保健センター…☎ 37・
3750（３つのがん検診をセッ
トで受診できます）巡回（市内会場） 春・秋

前立腺がん検診

▽内　容　血液検査

▽対　象　50歳以上の男性（市民）

▽料　金　500 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

医師会検診セン
ター

通年

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（胃・肺・大腸がんセッ
ト検診時に実施。当日申し込
んでください）

子宮がん検診

▽内　容　子宮頚部細胞診

▽対　象　20 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 22年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）

乳がん検診

▽内　容　視触診（60歳未満）とマンモグラフィー検査

▽対　象　30 歳以上の女性で偶数歳に達する人（今

年度は平成 22年３月 31日時点で偶数歳）

▽料　金　700 円

場 所 時 期 申込先
指定医療機関 通年 各医療機関

巡回（市内会場）
5月～　
翌年 1月

弘前市保健センター…☎ 37・
3750（40 歳以上の対象者のみ）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 備　考

男性
肺
23％

胃
17％

肝臓
11％

結腸
７％

すい臓
６％

結腸と直腸を合わ
せた大腸は４位

女性
胃
13％

肺
13％

結腸
10％

乳房
９％

肝臓
８％

結腸と直腸を合わ
せた大腸は１位

男女計
肺
19％

胃
15％

肝臓
10％

結腸
８％

すい臓
７％

結腸と直腸を合わ
せた大腸は３位

● 2006 年にがんで死亡した人は 329,314
人（男性 198,052 人、女性 131,262 人）

平
成
21
年
度
が
ん
検
診
50
％

推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

厚
生
労
働
省
が
ん
検
診
50
％
推
進
本
部

事
務
局
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

の
た
め
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
が
ん
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
が

ん
検
診
の
重
要
性
が
伝
わ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
含
む
）
を
作
品
に
し
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
人
に

は
、10
月
に
東
京
都
で
開
催
予
定
の「
が
ん

検
診
受
診
率
50
％
達
成
に
向
け
た
集
中
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
大
会
（
仮
称
）」
で
、
賞

状
お
よ
び
副
賞
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

▽
作
品
の
規
格　

Ｂ
３
判
（
３
６
４
㍉
×

５
１
５
㍉
）

※
立
体
性
の
あ
る
作
品
は
審
査
対
象
外
。

▽
応
募
部
門　

小
学
校
低
学
年
（
１
〜
３

年
生
）
の
部
、
小
学
校
高
学
年
（
４
〜
６

年
生
）
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
以

上
一
般
の
部

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
、①
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
②
年
齢
・
③
学
年
・
④
住
所
・

⑤
連
絡
先
・
⑥
作
品
の
コ
メ
ン
ト
・
⑦
学

校
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
し
、
作
品
を

折
ら
な
い
で
９
月
11
日
ま
で
に
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
と
り
ま
と
め
て
送
付
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
37
・
３
７
５
０
）

部位別がん粗死亡率推移（1965 年～ 2006 年）

部位別がん粗死亡数（2006 年）

がんは、日本において 1981（昭和 56）年より死因の第１位であり、毎年その数は男女とも増加し続けています。

が
ん
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
項
目
は
が
ん
リ
ス
ク

を
高
め
る
生
活
習
慣
で
す
。

あ
な
た
は
心
当
た
り
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

□
た
ば
こ
を
吸
う

□
１
年
以
内
に
、
が
ん
検
診

　

を
受
け
て
い
な
い

□
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
な
い

□
塩
辛
い
物
が
好
き

□
魚
よ
り
も
肉
が
好
き

□
毎
日
、
お
酒
を
飲
ん
で
い

　

る

がん死亡数を部位別に見ると、男性では肺が最も多く、がん死亡全体の23％を占め、次いで胃（17％）、肝臓（11％）、
結腸（７％：直腸と合わせた大腸は11％で同順位）、すい臓（６％）となっています。女性では胃が最も多く（13
％：ただし、結腸と直腸を合わせた大腸は14％で胃よりも多い）、次いで、肺（13％）、結腸（10％）、乳房（９
％）、肝臓（８％）の順になっています。

■資料：『がんの統計’08』財団法人がん研究振興財団

2006 年の死亡数が多い部位

男性では、肺がん、肝臓がん、大腸（結腸と直
腸）がんの割合が増加し、胃がんの割合が減少

女性では、肺がん、大腸（結腸と直腸）がん、

乳がんの割合が増加し、胃がんの割合が減少

203.2

0 50,000 100,000 150,000 200,000
（人）

食道 胃 結腸結腸 直腸直腸 肝臓

胆のう・胆管

すい臓 肺肺 前立腺

悪性リンパ腫

白血病

その他
9,650 32,745 13,68013,680 8,8678,867 22,576

7,942

12,539 45,94145,941 9,527

5,001

4,382

25,202

卵巣子宮

乳房

食道

胃 結腸結腸

直腸

肝臓

胆のう・胆管

すい臓 肺肺

悪性リンパ腫

白血病 

その他
17,054

3,697

4,4355,513

11,17717,31417,31410,827

8,913

11,086

5,197

13,63713,63717,670

1,695 3,047

男

女

人口10万人対350

300

250

200

150

100

50

0 0

50

100

150

200 人口10万人対

1965 1975 1985 1995 2006 1965 1975 1985 1995 2006

食道

胃

結腸
直腸

肝臓
胆のう・胆管
すい臓

肺

前立腺
悪性リンパ腫
白血病
その他

卵巣
子宮
乳房

122.1
140.6

187.4

262.0

321.7

95.2
105.2

125.9

163.1

（年） （年）

食道
胃

結腸

直腸
肝臓

胆のう・胆管
すい臓

肺

悪性リンパ腫
白血病
その他

男 女

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号17
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全
国
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、平
成
10
年
に
３
万
人
を
超
え
、

そ
の
後
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
青
森
県
で
も
平
成
18
年
に

は
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
全
国
平
均
を
上
回
り
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弘
前
市
の
自
殺
死
亡
率

は
、
平
成
15
年
の
28
・
８
か
ら
増

加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
は

30
・
６
と
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、

全
国
よ
り
６
・
２
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
男
女
別
で
は
圧
倒
的
に
男

性
が
多
く
、
年
齢
別
に
み
る
と
自

殺
者
は
40
〜
50
代
の
働
き
盛
り
の

年
齢
層
の
割
合
が
最
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
市
で
は
、「
健
康
ひ

ろ
さ
き
21
」
の
重
点
的
取
り
組
み

の
中
に
「
自
殺
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
そ
う
」
を
挙
げ
、
働
き
盛
り
の

人
と
高
齢
者
へ
の
自
殺
防
止
対
策

を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
民
一
人
一
人
の　
　
　
　

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で

は
、
世
界
的
な
自
殺
予
防
対
策
の

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
９
月

10
日
を
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
平
成
18
年
10
月

に
施
行
さ
れ
た
「
自
殺
対
策
基
本

法
」
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
６
月

に
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
自
殺
は
個
人
的
な

問
題
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
べ
き

で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
総
合
的
か
つ
早
急
な
対

策
の
確
立
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
中
で
、
９
月
10
日
か
ら
16

日
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
、

自
殺
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
と
と
も
に
、
自
殺
を
考
え

て
い
る
人
の
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る

国
民
一
人
一
人
の
取
り
組
み
の
推

進
を
目
指
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
の
相
談
を

　

自
殺
者
の
多
く
は
、
う
つ
病
な

ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
自
殺
を
図
っ
た
人
が
精
神
科

医
な
ど
に
相
談
す
る
例
は
少
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
は
治
療
に

よ
っ
て
治
る
病
気
で
す
。
早
め
の

相
談
・
治
療
で
自
殺
を
予
防
し
ま

　弘前市保健センターでは、本人や家族の心の悩

みについて、保健師が面接して相談に応じていま

す。秘密は厳守します。希望する人は事前に電話

で申し込んでください。なお、相談は無料です。

▽９月・10月の相談日
９月＝８日（火）

10月＝ 13 日（火）・27日（火）
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽対　象　市　民

※「こころの病気」の治療していない人を優先し

ます。現在治療している人は、まずは主治医へご

相談ください。

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日

曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎

37・3750）

前市保健センターでは、本人や家族の心の悩

こころこころのの健康相談健康相談

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
野
田
２
丁
目
、
☎

37
・
３
７
５
０
）

※
市
が
開
設
し
て
い
る
も
の
以

外
に
も
、
市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
青

森
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

pref.aom
ori.lg.jp/w

elfare/
w
elfare/jisatuyobou.htm

l

）

に
「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
電
話
番
号
一
覧
表
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

人口 10万人対

▲

弘前市

青森県

全　国

■資料：青森県保健統計

▲

▲

▲

▲

20

25

30

35

40

▲

H15 H16 H17 H18 H19 （年）

25.5
24.0 24.2 23.7 24.4

28.8 32.6

39.1

30.9 30.6

39.5 38.3
36.8

31.1
33.4

自殺による死亡率の年次推移

①聞き役に徹し、安心感を与え

る姿勢で接する

②本人の気持ちをよく理解し、

受け止める

③励ましたりしかったりしない

④原因を追究しない

⑤気晴らしのためにと、外出や

旅行などに無理に誘わず、ゆっ

くり休ませる

⑥かかりつけ医や精神科、心療

内科を受診するように勧める

⑦休養と治療で必ず治る病気で

あることを理解し、見守る

身近な人がうつ病に
なったときは

①一人で抱え込まず、自分のつらい気持ちを身近

な人や医師、保健師などの専門家へ相談する

②かかりつけ医や精神科、心療内科を受診する

③うつ病の治療は「薬」と「休養」が最も大事

④焦らずゆっくり治療する

⑤医師の指示どおりに服薬を続ける

うつ病では？と思ったら

消えてしまう前に

大切な命が

９月10日～16日

自殺予防週間自殺予防週間

▽弘前市保健センター（☎

37・3750）
▽弘前保健所（精神保健福祉

相談、☎ 33・8521）
▽青森県立精神保健福祉セン

ター（こころの電話、☎青森

017・787・3957 ／ 3958）
▽ＮＰＯ法人あおもりいのち

の電話（☎ 33・7830）

主な「心の悩み相談」



弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
健
康
、
大
丈
夫
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・　

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号21

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

検
診
の
受
診
を

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

９
月
11
日
・
16
日
・

19
日
・
28
日
・
30
日
、
10
月
２
日
・

７
日
・
８
日

※
９
月
30
日
は
女
性
の
み
。

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
20
人

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

９
月
15
日
・
24
日
・

30
日
、
10
月
６
日

※
９
月
の
託
児
日
は
30
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
10
人

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

【
日
曜
が
ん
検
診
】

　

市
が
実
施
す
る
肺
が
ん
検
診

は
、
医
療
機
関
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
４
日
（
日
）

▽
受　

付　

午
前
７
時
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

総
合
検
診
車
で
の

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

▽
申
込
先　

９
月
18
日
ま
で
に
、

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、

骨
密
度
検
診
、
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医

療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
直
接
、
医
療
機
関
へ
「
市

の
検
診
」
と
伝
え
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
検
診
な
ど
の
料
金
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
確
認
す
る

か
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
各
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
を
除
く
）
で
、
料
金
は

無
料
で
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
９
月
16
日
・
17
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
20
年
３
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
９
月
２
日
・
３
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
18
年
２
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
９
月
９
日
・
10
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
20
年
９
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。対
象
児（
平
成
19
年

３
月
生
ま
れ
）に
は
通
知
し
ま
す
。

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。

　

な
お
、
予
診
票
が
な
い
人
は
、

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
現

在
、
差
し
控
え
て
い
ま
す
。
日
本

脳
炎
に
感
染
す
る
恐
れ
が
高
い
な

ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
指
定
医
療
機
関
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
＝
生
後
３
か
月
〜
７

歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初
回
は
20

日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接
種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
二
種
混
合
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）】

　

日
程
と
会
場
は
、「
健
康
と
福

祉
ご
よ
み
」
で
確
認
を
。
ど
の
会

場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

▽
実
施
期
間
（
秋
期
）　

９
月
４

日
〜
11
月
27
日

離
乳
食
教
室

▽
と　

き　

９
月
18
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
半
〜
11
時
50
分

▽
受　

付　

午
前
９
時
半
〜
10
時

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感

染
力
が
強
く
、
ま
ん
延
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
軽
症

の
ま
ま
回
復
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
予
防
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
予
防
に
つ
い
て
】

○
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う

○
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

○
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

○
せ
き
を
す
る
と
き
は
、
周
り
の

人
を
避
け
る
よ
う
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

○
人
込
み
で
は
マ
ス
ク
着
用
を
お

勧
め
し
ま
す

【
特
に
注
意
を
要
す
る
人
】

○
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢
性
呼
吸
器

疾
患
や
腎
機
能
障
害
の
あ
る
人

○
ス
テ
ロ
イ
ド
を
定
期
内
服
し
て

い
る
人

○
が
ん
患
者
、
妊
婦
な
ど

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
季

節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

く
一
般
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
一
般
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
き
は
、必
ず
事
前
に
電
話
し
、

医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先　

平
日
の
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
…
市
健

康
推
進
課
（
☎
37
・
３
７
５
０
）

／
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
半
…
弘
前
保
健
所
（
☎
33
・
８

５
２
１
）
／
平
日
の
午
後
５
時
半

〜
翌
日
の
午
前
８
時
半
お
よ
び

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
終
日
…
青

森
県
保
健
衛
生
課
（
☎
携
帯
080
・

１
８
４
４
・
９
４
９
９
）　

半▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

は
じ
め
て
の
歯
み
が

き
講
座
／
離
乳
食
講
話
・
グ
ル
ー

プ
レ
ッ
ス
ン
／
身
長
・
体
重
測
定

／
育
児
相
談

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
平
成
21

年
４
月
・
５
月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

９
月
７
日
〜
11
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

キ
ッ
ズ
相
談

▽
と　

き　

９
月
25
日
（
金
）

▽
受　

付　

午
前
９
時
半
〜
10
時

半
（
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了
し

ま
す
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

育
児
相
談
／
身
長
・

体
重
測
定
／
栄
養
士
の
ミ
ニ
講
話

（
午
前
10
時
半
〜
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児

（
１
歳
以
上
）
と
そ
の
家
族

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※
「
歯
の
相
談
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

個
別
指
導
」
を
希
望
す
る
人
は
、

普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

９
月
７
日
〜
11
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

新型

インフルエンザ

ご注意くださいご注意ください



弘前ねぷたまつり弘前ねぷた弘前ねぷたまつりまつり
　国の重要無形民俗文化財に指定されている「弘前ねぷたまつり」が８月１日から７日まで

開催され、勇壮・華麗な火扇が夏の夜空を彩りました。

　会期中は天候に恵まれず、人出は昨年より約11万人少ない約158万人にとどまりましたが、
昭和50年以降最多となる82団体が出陣し、趣向を凝らした大小のねぷたが、ねぷた囃子（ば
やし）の迫力ある太鼓や郷愁漂う笛の音を響かせながら街を練り歩き、観衆を魅了しました。

▲熱気あふれる男衆の担ぎねぷたに、沿道から拍手と歓声が

▲地域を支える大人たちの手で、受け継がれ

ていく弘前ねぷた

▲本ねぷたの後ろには、息ぴったりのお

囃子が続きます

▲どうだ！ぼくたちのねぷた！この鐘さ　ばき！

▲力みなぎる太鼓の振動は迫力満点！

▲最終日「７日（なぬかび）」は、午前中の運行

でまつりを締めくくりました

▲雨にも負けず、子どもたちの元気な「ヤーヤドー」が街に響き

渡りました▲北大通りに並ぶ待機中のねぷた／今年は、弘前城築城400年（2011年）

を祝うデザインや文字を配したねぷたが数多く見られました
…　広報ひろさき　平成２１年９月１日号23 22
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

納期限＝９月３０日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期今月の市税などの納期

市民税・県民税  第２期
国民健康保険料  第３期
介 護 保 険 料  第３期
後期高齢者医療保険料  第３期

　「広報ひろさき」は市の主な施設や、市内の金融機関・郵

便局のほか、下記スーパーマーケットでも入手できます。ま

た市のホームページにも掲載していますのでご利用を。

●カブセンター各店　　●ベニーマート　●Uマート各店

●マックスバリュ各店　●ユニバース各店

■問い合わせ先　広報広聴課広報係（☎ 35・1194）

スーパーマーケットなどにも広報紙を配置

　「津軽ひろさき歴史文化観光検定」第３回初級

（おべさま検定）試験が実施されます。年齢、国

籍などを問わず誰でも受けられますので、みんな

でチャレンジしてみませんか。

▽試験日　11月８日（日）、午前 10時半～
▽開催場所　弘前会場＝弘前大学（文京町）／首

都圏サテライト会場＝大橋会館（東京都目黒区）

▽受験料　一般＝ 3,000 円、中学生以下＝ 1,500
円／既合格者…一般＝ 2,000 円、中学生以下＝
1,000 円

▽合格発表　12月１日（火）
▽要項・申込書設置場所　弘前観光コンベンシ

ョン協会（下白銀町、市立観光館内）、弘前市

役所、岩木・相馬庁舎、市の主な施設など

▽申し込み　10月２日（金）までに、申込書に必
要事項を記入し、受験料を添えて弘前観光コン

ベンション協会など所定の場所で申し込みを。

▽チーム対抗戦　個人申し込みとは別に、チー

ム用の専用申込書の提出が必要です。

※チームは４人１組とし、同一団体からは２チ

ームまでエントリー可。４人の合計点でチーム

ごとの順位を決定。なお、個人受験と同様に、

各個人の採点・合否判定も行われます。

▽問い合わせ先　弘前観光コンベンション協会

（☎ 35・3131）
※詳しくは、弘前観光コンベンション協会ホー

ムページ（http://www.hirosaki.co.jp/）に掲載し

ています。なお、中級（おべさま博士検定）試

験は、平成 22 年３月 14 日に実施予定（申し
込みは 12月 14 日に開始予定）です。

＊「おべさま」…津軽弁 で「もの知り」の意味

検定キャラクター
「おべさま」

津軽ひろさき
　　　　検定
第３回初級試験

津軽ひろさき歴史文化観光検定

　

天
野
邦
弘
さ
ん
は
弘
前
市
出

身
の
木
版
画
家
で
、
数
々
の
国

際
展
に
お
い
て
受
賞
経
験
を
持

ち
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

天
野
さ
ん
の
作
品
は
油
彩
に

よ
る
抽
象
版
画
で
、
木
版
画
の

穏
や
か
さ
と
、
油
彩
画
の
強
さ

を
併
せ
持
つ
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
木
版
画
の
常
識
を
超
え

た
独
特
の
表
現
方
法
に
驚
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
木
版
画
の
伝
統

に
連
な
り
、
同
時
に
、
戦

後
の
版
画
黄
金
期
を
代
表

す
る
作
家
で
あ
る
天
野
さ

ん
の
足
跡
と
到
達
点
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

９
月
５
日

〜
10
月
18
日
、
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時
半

▽
観
覧
料　

一
般
＝
２
８
０
円

（
２
１
０
円
）
／
高
校
・
大
学
生

＝
１
４
０
円
（
１
０
０
円
）
／
小
・

中
学
生
＝
80
円
（
40
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
。
ま
た
、65
歳
以
上
の
市
民
、

市
内
の
小
・
中
学
生
や
障
害
者
、

外
国
人
留
学
生
は
無
料
で
す
。
年

齢
や
住
所
を
証
明
で
き
る
も
の
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日　

９
月
７
日
・
14
日
・

24
・
28
日
、
10
月
５
日
・
13
日

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽
と　

き　

９
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
展
示
室

▽
講　

師　

天
野
邦
弘
さ
ん

▽
入
場
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館

（
下
白
銀
町
、
☎
35
・
０
７
０
０
）

天野邦弘
作品展

市立博物館企画展市立博物館企画展

～木版画 50 年の歩み～

弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）

Multiplication in image 11


